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p1

「自然エネルギーの島 構想」
の実現に向けて

１．本取り組みの背景

再生可能エネルギーや蓄電池などの普及により、個人のお客さまや企業などが電源を保有
する自立分散型の電力供給システムへ移行しつつあります。
新潟県と東北電力は、２０１９年２月に包括連携協定を締結し、エネルギー有効利用
や環境負荷低減等に向けて連携していくこととしております。
その一環として，東北電力の保有するIoTやデジタル化技術を活用し，佐渡島において
家庭用太陽光発電の有効活用に向けた取り組みを行うものです。

東北電力の保有する
IoT・デジタル化技術

新たなサービスの
ご提供

エネルギーの有効活用
環境負荷低減

・ビジネスモデル創出

・技術的検証佐渡島

新潟県

佐渡市のキャラクター
サドッキー

等



p2

佐渡島内でご自宅に太陽光発電を設置しているお客さまで、ご協力いただける方を対象
に、太陽光の発電量やお客さまの電気のご使用量等を計測する電力センサーを設置し、
計測値をブロックチェーン技術を用いて記録します。

（本取り組みでは，上記の電力計測にご協力いただけるモニターさまを募集いたします）
その上で、記録された計測値を用いて，島内に新たに設置する蓄電池の充放電制御を行
うことにより、仮想的に電力を受け渡しすることで共有蓄電池を用いた将来の新たなエネル
ギーサービスの可能性等について検討します。
本取り組みを通じて、再生可能エネルギーの普及拡大を図るとともに、お客さまサービスの
向上や地域活性化に貢献できるよう、取り組んでまいります。

２．本取り組みの全体概要

共有蓄電池

ご協力いただける
お客さま宅 ブロックチェーン技術の活用

A様

計測
情報

計測
情報

計測
情報

電力センサー
設置分電盤

※本取り組みでは，当社の
事業所（佐渡電力センター）
へ実証用蓄電池を設置
する。

太陽光発電設備を
設置済みのお宅

B様

X様

余剰電力を
お預かり

ピーク時に
引き出し

共有蓄電池の将来イメージ
活用例:地域での蓄電池

シェアリングサービス等



p3３．モニターさまの募集について

本取り組みでは，ご自宅の太陽光の発電量やお客さまの電気のご使用量等を計測し，
それらの分析をとおして将来の新たなエネルギーサービスの可能性等について検討します。
ついては，佐渡島にお住まいでご自宅に太陽光発電設備を設置済の方を対象に，電力
計測にご協力いただけるモニターさまを募集いたします。
ご協力いただけるモニターさまには，家庭用蓄電池に関するアドバイスや電力見える化サ
ービスについて，無償でご提供させていただきます。

＜モニターさまの宅内イメージ＞



p4３．本取り組みの進め方について

2019年度下期 2020年度上期 2020年度下期

本取り組みのスケジュール

実証期間 ２０１９年１１月２７日から２０２１年３月３１日まで

検証項目 ・電力計測手法とブロックチェーン技術を活用した記録手法の検討
・計測情報を用いた蓄電池制御手法の検討
・共有蓄電池を用いたビジネスモデルの検討

等

検 証

・電力計測手法，記録手法の検討
・蓄電池制御手法の検討
・ビジネスモデルの検討

★実証開始実証用
蓄電池
設置工事

現場調査・システム開発

等

＜蓄電池・システム関連＞

撤去
他

＜モニターさま関連＞
データ分析
モニタさまへの無料診断（適宜）

モニタさま
宅内工事

モニターさま募集
現地調査

★実証開始


